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HAKUTO SHOBO Coming Soon BOOK NEWS

経営学	 11月下旬配本予定	 初ご案内

沼上幹先生退官記念論文集
行為システムとしての経営学の展開
加藤俊彦（一橋大学教授）・佐々木将人（一橋大学准教授） 編著

　沼上幹教授（一橋大学名誉教授）が提唱した〈行為システム〉ならびに〈行為連鎖システム〉の概念を中

核として、気鋭の研究者らがそれぞれの研究領域において、議論を展開する。

　〈行為システム〉を中軸とする研究方法論は、2000 年、小社刊行の『行為の経営学』をはじめとする

諸研究において探究されてきた。その根底にあるのは、大量のサンプルを定量的に分析する仮説検証

型の研究方法のみが適切な経験的研究だという〈変数システム〉中心主義に対する疑問である。これに

対し沼上教授が提起したのは、個人の主体性を重視し人間の自然な営みが組み込まれた人間観・社会

観を基礎として、行為主体による意思をもった行為と複数の主体間の相互依存関係・複合的影響によ

る結果の連鎖の考察を中核要素とする考え方、すなわち〈行為システム〉に基づくマネジメント研究の

方法論である。

　本書では、この〈行為システム〉を中軸に据えた研究方法論に関する議論や、そのような方法論に基

づく定性的研究を取り上げると同時に、〈行為システム〉の考え方に基づいて積極的な意味づけを与え

た上で推測統計の手法を用いた定量分析も展開される。現代の経営学研究において主流をなしていた

研究方法論を批判的に検討しつつも、全面的に対峙するのではなく優れた要素は取り入れながら、よ

り豊かな知見を獲得しようとするのが、本書の立場である。

　今後の発展可能性を多分に有するこの概念、方法論は、本書での多面的な議論をベースとして、よ

り精緻に展開され、洗練された見解や示唆を引き出していくはずである。経営学研究の新たな可能性

を示す研究書である。
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目次（仮）

第1章　実践的方法論としての〈行為システム〉	
第2章　行為の連鎖システムとしてのイノベーショ

ン・プロセス
第3章　競争戦略における相互作用と時間展開の定

量的検討
第4章　倫理的消費とコミュニケーション

―ヴィーガン、ノン・ヴィーガン、準ヴィー
ガンの相互作用のダイナミズム

第5章　組織の〈重さ〉
　　　　―全７回の調査からの知見
第6章　リーダーシップの組織的消失
　　　　―BU長のリーダーシップ行動の階層間比較
第7章　行為システムの構成要素と基本連鎖型
第8章　複層的事例研究の方法と実例
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『組織衰退のメカニズム』が2022年度日本経営学会賞（著者部門）受賞！
　松尾健治（大阪公立大学准教授）著『組織衰退のメカニズム』（2022年刊）が、

2022年度日本経営学会賞（著書部門）を受賞しました。

　9/15現在、弊社在庫は品切れとなっており、ご注文は10月上旬出来分から

出荷いたします。

　本書は、鐘紡が戦後衰退し、最後には破綻した過程を、膨大な社内資料や当

事者の証言から解像度高く描き出し、組織衰退のメカニズムを明らかにします。

　受賞前から高い評判を得ていた本書、ロングセラーとなることが期待されま

す。必備化をご検討ください！

978-4-561-26763-8　C3034　A5版上製　492頁　定価（5454円＋税）

今月・来月の広告出稿
日刊工業新聞8/31

チャイナ・エコノミー第２版
978-4-561-91140-1　定価（2727円＋税）

UP10月号

リサーチ・クエスチョンの作り方と育て方
978-4-561-26782-9　定価（2727円＋税）

因果過程追跡の基礎
978-4-561-26783-6　定価（1818円＋税）
など
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ご案内済み書籍の配本・刊行スケジュール　9/15時点	※定価表記がないものは予価、またタイトルも仮題

配本済み
異国情緒の感じ方
978-4-561-66247-1　定価（3000円＋税）

** 因果過程追跡の基礎
978-4-561-26783-6　定価（1818円＋税）

** オンラインプラットフォームの経営
978-4-561-26751-5　定価（3364円＋税）
** フォレンジック会計
978-4-561-34229-8　定価（3364円＋税）

間もなく配本
* 脱炭素物流〔９月下旬→ 10 月上旬〕
978-4-561-76232-4　定価（2500円＋税）
** 経済大国インドの機会と挑戦〔９月下旬→ 10 月上旬〕
978-4-561-96141-3　定価（4545円＋税）

持続可能な社会のための消費者行動（旧題：持続可能な貿
易とフェアトレード商品）〔10 月上旬〕
978-4-561-65248-9　定価（2273円＋税）
越境協働の経営学〔10 月下旬→ 10 月上旬〕
978-4-561-26771-3　定価（5091円＋税）

次号以降の配本・刊行
** 非営利組織会計の基礎知識

〔９月下旬→ 10 月中旬〕
978-4-561-35232-7　2727円＋税

高収益生産財メーカーの研究〔９月下旬→ 10 月下旬〕
978-4-561-26780-5　3636円＋税

* 人と組織がいきる倫理マネジメント（旧題：企業倫理と
従業員）〔10 月上旬→ 10 月中旬〕
978-4-561-26784-3　2727円＋税

現実世界と対話する経済学〔10 月下旬〕
978-4-561-96142-0　5636円＋税

フランス会計の歴史と制度〔10 月下旬→ 12 月下旬〕
978-4-561-36233-3　3636円＋税

*は「平積み推奨」、**は「特に平積み推奨」
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挟み込み３枚目の一覧注文書でご注文を！

①越境協働の経営学 
組織と国の境界を越えた事業プロセス

椙山泰生・長内厚・亀
岡京子・舟津昌平	編著
A5判並製
512頁
定価（5091円＋税）
978-4-561-26771-3
2023年10月刊行予定

②トヨタ生産方式の海外移転手法
の解析  
ケーススタディ：ブラジル自動車産業

塚田修	編著
A5判上製　208頁
定価（2700円＋税）
978-4-561-22730-4
2019年７月刊

③安室憲一の国際ビジネス入門	

安室憲一	監修
古沢昌之・山口隆英	編著
A5判並製　288頁
定価（3200円＋税）
978-4-561-25728-8
2019年５月刊行

【３刷】

④ビジネスにおける異文化リスク
のマネジメント 
アジアの事例を中心に	

上田和勇	編著
A5判上製　208頁
定価（2700円＋税）
978-4-561-26750-8
2021年３月刊行

国際経営
　日本から海外へ工場が出ていき空洞化が叫ばれてきました。

しかし経常収支を見ると、海外での投資が着実に実を結び、

収益を上げていることが分かり、一定の成果を上げているの

も事実です。避けがたい人口減や市場の縮小に対応し、いか

に海外での経営を行っていくべきなのか、参考になる本をご

紹介します。

　①『越境協働の経営学』は、「企業の境界」や「国境」の概念を

整理した上で、企業活動の「越境」から創出されるイノベーショ

ンのプロセスについて多角的に議論した貴重な研究成果の集

大成です。筆頭編著者の椙山氏の門下生はじめ、第一線の研

究者23名が集結し、椙山氏の京都大学退職記念出版として企

画された本書は、研究書として活用される価値ある書籍とな

ることを目指しており、越境協働によるイノベーション促進

を考える上で欠かせない文献となるでしょう。

　トヨタに代表されるリーン生産方式は極めて重要な経営技術

で、新興国への移転が強く求められていますが、さまざまな要

因から必ずしもうまくいっていません。②『トヨタ生産方式の
海外移転手法の解析』は、ブラジルでの事例をもとに、その成

功のカギを提案します。

　③『安室憲一の国際ビジネス入門』は、大手企業だけでなく、

中小企業の間でもビジネスの国際化が進展する昨今の状況を

踏まえ、本書は国際ビジネスに関する幅広いトピックスをコ

ンパクトにまとめています。第１部で日本企業やグローバル

企業の国際ビジネスに関する歴史や概況を解説した後、第２

部は事業を行う際の主要な職能、第３部では日本企業にとっ

て重要な進出先となる国や地域の経営環境及び現地経営上の

留意点を述べている。そして、第4部・第5部は国際ビジネス

の新潮流と未来を論じています。豊富な企業事例も収録され、

国際ビジネスを理論と実践の両側面から理解できるため、大

学での講義のほか、国際ビジネスに携わるビジネスパーソン

にも貴重です。 

　各国において、仕事の進め方、ひいては常識は大きく異な

るため、日本式のやり方を押し付けるのでなく、各地のやり

方を踏まえていく必要があります。④『ビジネスにおける異文
化リスクのマネジメント』は、中国・ベトナム・台湾・オース

トラリア、また東南アジアというアジア太平洋圏諸国におけ

る、異文化であることから生じるリスクについて実証的に検

討した、貴重な研究の集成です。

ロングセラーの深層


